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　同社は昨年３月の取締役会で新施設の整備を決めてお

り、４日の十勝地区農協組合長会の会議で計画概要を報

告した。

　北米輸出に対応する高度な衛生管理が可能な、と畜施

設は道内で初。整備により、全施設が食品の衛生管理に

関する規格「ＨＡＣＣＰ（ハサップ）」に対応できる設

備となる。

　現工場の西側に新設する第３工場は２階建て、延べ

8560平方メートルで、と畜処理能力は１日当たり100頭。

既存の第１・第２工場の同350頭と合わせて処理能力は

同450頭となり、牛では国内最大レベルのと畜施設となる。

　十勝は牛のと畜頭数増加で既存施設では処理しきれ

ず、他地域の施設に振り替えて対応しており、新施設で

　十勝川西長いもは、帯広かわにし、めむろ、中札内

村、あしょろ、うらほろ、新得町、十勝清水町、十勝高

島の８ＪＡで生産。輸出は1999年産から始まり、2012年

産は輸出総額が過去最高の９億円を超えた。同年産は全

体の生産量の約15％に当たる3090㌧を輸出し、内訳は台

湾が６割、米国が４割ほど。輸出することで国内の供給

が調整され、価格維持の役割も担っている。

　12年産まではシンガポールへの輸出は多くても年間50

㌧ほどだったが、今年２月から同国で青果を扱う貿易会

社ＨＵＰＣＯ（ハプコ）と取引が始まり、輸出量が急増

した。２～６月の５カ月間だけで輸出量は約130㌧、金

額で5000万円近くに達している。

　シンガポール国民の約７割は中国系で、台湾などと同

様、薬膳としてジュースなどにして飲まれるナガイモの

人気は高い。高所得層も多く、日本より高価格で販売さ

れている。

輸　　出

　牛などのと畜・枝肉加工を行う北海道畜産公社（本社札幌）の、道東事業所十勝工場（帯広市西24北２）の輸出

対応施設の整備計画が明らかになった。北米輸出に対応する第３工場を新設、既存の第２工場も改修して衛生管理

施設を整備する。早ければ８月にも着工、新施設の完成は2016年３月、既存施設の改修完了は17年３月を目指す。

　十勝管内８ＪＡで生産する「十勝川西長いも」のシンガポールへの輸出が好調だ。今年２月から本格的な輸出が

スタートし、１年間でおよそ300㌧、１億円に達する見通し。台湾、アメリカに続いて中国系の多い同国で、新た

な販路が期待できそうだ。

道畜産公社　工場新設　16年完成へ� 2014年４月５日

北米輸出に対応　総事業費69億円

シンガポール向け好調� 2014年９月３日

年間300トン１億円ペース　十勝川西長いも

課題が解消される。総事業費は計画段階で約69億2000万

円。当初は40億円以内としていたが、建設業界の資材や

人件費高騰が影響した。

　同社は農林水産省の今年度の「強い農業づくり交付金」

の補助を申請。関係者によると、北米や東南アジア輸出

を視野に入れたことなどが高い評価を受け、近日中に申

請額通りの30億円の補助が認可される見込み。建設業者

を選定する入札が順調に進めば、８月から工事に入る。

　十勝地区農協組合長会の有塚利宣会長は「オール十勝

で要請してきたことが実現する。十勝が目指している農

業生産額2900億円（16年）へ向け、扉が開かれた」と話

している。

　同国と日本は自由貿易協定（ＦＴＡ）を締結してお

り、ナガイモの関税もない。同国は農産物をほぼ輸入に

頼っており、農地もほとんどないため、植物検疫が必要

なく、円滑に輸出できる。

　ジャガイモも土付きで輸出できることから、昨年試験

的に送り、今年産も今後、輸出していく。シンガポール

はＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）の「ハブ」（軸と

なる拠点）とも呼ばれ、ハプコはタイやマレーシアにも

十勝産のナガイモを送っているという。

　ＪＡ帯広かわにしでは「土付きで輸出できる国は他に

ない。今後、牛肉など他品目にも広がる可能性もある」

と期待する。ナガイモを扱う台湾の貿易会社が市内に日

本法人を設立したこともあり、「積極的に輸出を展開し、

14年産は輸出全体で初の10億円突破を目指したい」（青

果部）としている。


